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「高大官民連携事業『地方創生カシオペア講座』の取組」 

 

 

 

 

１ ねらい 

岩手県立福岡高等学校は学校経営計画の「将来目指す学校像」において「これからの地域と世界で活躍す

るための知力と実践力を備えた生徒の育成」を掲げている。この目標を実現するために、『地方創生カシオ

ペア講座』においては、高校・大学・自治体・民間企業が連携して、生徒自身が自分の暮らす地域を知り、

抱えている課題を発見し、グローバルな視点からその解決策を立案する実践を通して、地方創生の一翼を担

う「グローカル人材」の養成を図ることを目的とする。 

 

 

２ 地方創生カシオペア講座実施協議会 組織 

会  長：岩手県立大学公共政策研究所(教授 齋藤俊明) 

副 会 長：岩手県立福岡高等学校(校長 佐々木敬二) 

理  事：二戸市(市長 藤原淳)，株式会社ＪＴＢ東北法人営業盛岡支店(支店長 堀内紀孝) 

事 務 局：岩手県立福岡高等学校 

 

３ 主な取組事例（平成２９年度入学生の場合） 

（１）第Ⅰ期【１学年】－基礎篇 

岩手県立大学公共政策研究所・二戸市総務政策部政策推進課・ＪＴＢ東北・岩手県県北広域振興局が実施す

る講座において、１学年全員が二戸市の現状と課題を広く学ぶ。クラス毎に６名～７名の班を作り、グルー

プワークによる集団討論の演習をする。学んだことをまとめる学習を通して要約力を養う。これらの学習を

通して主体的・対話的で深い学びの実現を目指す。 

講座①－ ９月２０日（水）６校時 担当：福岡高校 

■テーマ：『地方創生カシオペア講座』の概要 ■内容：事務局による説明 ■会場：多目的ホール 

■課題：感想文(４００字)「今日の感想と今後の決意をまとめなさい」 

講座②－ ９月２６日（火）６・７校時 担当：ＪＴＢ東北 

■テーマ：グローカル思考と地方創生 ■内容：ＪＴＢ東北担による説明(前半)とグループワーク(後半) 

■会場：(前半)多目的ホール (後半)各ＨＲ 

■課題：小論文(４００字)の作成「グローカル思考及びと地方創生について、あなたの考えを述べなさい」 

 

学校名 岩手県立福岡高等学校  
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講座③－１０月１２日（木）６・７校時 担当：岩手県立大学 

■テーマ：人口減少社会の到来と持続可能な地域社会 

■内容：齋藤俊明教授と藤原淳二戸市長による講演(前半)とトークセッション(後半) 

■会場：多目的ホール ■課題：小論文(４００字)の作成「人口減少社会の到来と持続可能な地域社会につ

いて、あなたの考えを述べなさい」 

講座④－１０月２５日（水）６・７校時 担当：二戸市 

■テーマ：二戸市の現状と課題 ■内容：二戸市 政策推進課による講演(前半)とグループワーク(後半) 

■会場：(前半)多目的ホール(後半)各ＨＲ ■課題：小論文(４００字)の作成「二戸市の現状と課題につい

て、あなたの考えを述べなさい」 

講座⑤－１０月３１日（火）６・７校時 担当：ＪＴＢ東北 

■テーマ：観光資源を活用した地方創生の現状と課題 

■内容：観光資源を活用した地方創生の事例紹介(前半)と企画案を策定する演習(後半) 

■会場：(前半)多目的ホール(後半)各ＨＲ ■課題：小論文(４００字)の作成「観光資源を活用した地方創

生の現状と課題について、あなたの考えを述べなさい」 

講座⑥－１１月８日（水）６・７校時 担当：県北広域振興局 

■テーマ：二戸地域の企業の現状と課題 

■内容：二戸地域の企業の事例紹介(前半)と企画案を策定する演習(後半) 

■会場：(前半)多目的ホール(後半)各ＨＲ ■課題：小論文(４００字)の作成「二戸地域の企業の現状と課

題について、あなたの考えを述べなさい」 

講座⑦－１１月２８日（火）６・７校時 担当：岩手県立大学 

■テーマ：ロジックモデルで原因と解決方法を探求する 

■内容：課題をロジックモデルで考える 

これまで学んだ「現状と課題」についてロジックモデルをつくり、原因と解決方法を探る。前半では、テキ

スト「ロジックモデルで考えよう！」によってロジックモデルとは何かについて学ぶ。後半では、班ごとに、

担当する分野の課題を取り上げ、簡単なロジックモデルを作ってみる。 

■資 料：「前期基本計画」の概要版 ■テキスト：「ロジックモデルで考えよう！」 

■課 題：ロジックモデルの作成 

講座⑧－ １月２４日（水）６～７校時 担当：福岡高校 

■テーマ：基礎篇のまとめ ■内容：クラス発表会(班毎に講座①～⑦で学んだことをまとめた内容、各自

が作成した小論文をもとに班としての考えをまとめた考えを発表する) ■会場：各ＨＲ 

講座⑨－ １月３１日（水）６～７校時 担当：福岡高校 

■テーマ：基礎篇のまとめ ■内容：学年全体発表会(各クラスの代表１班が発表する。発表２０分、質疑

応答１０分) ■会場：第１体育館 

  

 

（２）第Ⅱ期【２学年】実践篇 （※予定） 

文系の生徒は１年生に引き続き、岩手県立大学公共政策研究所・二戸市総務政策部政策推進課・ＪＴＢ東

北等が担当するコースにおいて、二戸市の課題を解決させるための方策を深く学ぶ。コース毎に６名～７名

の班を作り、グループワークによる探究的・実践的演習をする。 

 

 


